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(57)【要約】
【課題】鉄骨柱に、鉄筋コンクリートの水平材の引張力 
やモーメントを確実に伝達することができるとともに、 
効率的に設置することができる接続構造及び接続方法を 
提供する。
【解決手段】角形鋼管柱１１に、鉄筋コンクリートのス 
ラブ２０を接続した接続構造１０は、２層の水平鋼板１ 
５，１６と複数の定着筋３０とを備える。水平鋼板１５ 
，１６は、角形鋼管柱１１の外周に間隔をおいて設けら 
れスラブ２０に埋設される。定着筋３０は、２層間で水 
平鋼板１５，１６に固定された機械式継手１７，１８を 
介して角形鋼管柱１１に固定され、スラブ２０を構成す 
るスラブ筋２１，２２に引張力を伝達する。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　2　　ＯＬ　（全8頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 鉄 骨 柱 に 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 水 平 材 を 接 続 し た 接 続 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 鉄 骨 柱 の 外 周 に 固 定 さ れ て 、 前 記 水 平 材 に 埋 設 さ れ る 板 状 部 材 と 、
　 前 記 板 状 部 材 に 固 定 さ れ 、 前 記 水 平 材 に お い て 鉛 直 方 向 に 離 間 し た 位 置 で 埋 設 さ せ て 、  
前 記 水 平 材 を 構 成 す る 鉄 筋 に 引 張 力 を 伝 達 す る 複 数 の 定 着 筋 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す  
る 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 鉄 骨 柱 に 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 水 平 材 を 接 続 す る 接 続 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 鉄 骨 柱 の 外 周 に は 、 前 記 水 平 材 に 埋 設 さ れ る 板 状 部 材 を 設 け 、
　 前 記 鉄 骨 柱 を 設 置 し た 後 、 前 記 水 平 材 を 構 成 す る 鉄 筋 に 引 張 力 を 伝 達 す る 定 着 筋 を 、 前  
記 水 平 材 に お い て 鉛 直 方 向 に 離 間 し た 位 置 で 埋 設 す る 配 置 で 、 前 記 板 状 部 材 に 固 定 し 、
　 前 記 板 状 部 材 よ り も 前 記 水 平 材 の 表 面 側 に 前 記 鉄 筋 を 配 置 し た 後 、 コ ン ク リ ー ト を 打 設  
す る こ と に よ り 、 前 記 水 平 材 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 接 続 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 鉄 骨 柱 に 、 ス ラ ブ 等 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト で 構 成 さ れ た 水 平 材 を 接 続 す る 接 続  
構 造 及 び 接 続 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 通 常 、 鉄 骨 柱 に 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の ス ラ ブ を 設 け る 場 合 に は 、 鉄 骨 柱 に 鉄 骨 梁 を 設 け  
、 こ の 鉄 骨 梁 の 上 に 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の ス ラ ブ を 配 置 す る 。 こ の た め 、 鉄 骨 柱 と 鉄 筋 コ ン  
ク リ ー ト の ス ラ ブ と の 間 に は 、 通 常 、 鉄 骨 梁 を 設 け る 必 要 が あ っ た 。 ま た 、 鉄 骨 柱 に キ ャ  
ピ タ ル を 設 け て 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の ス ラ ブ を 配 置 す る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 更 に 、 キ ャ ピ タ ル を な く し て 、 鋼 管 柱 に 直 接 ス ラ ブ を 設 け る 構 成 が 検 討 さ れ て い る （ 例  
え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 こ の 接 合 構 造 で は 、 地 盤 面 を 根 切 り し て 捨 て コ ン ク リ ー ト を  
打 設 し た 後 、 そ の 上 に 分 離 層 を 施 し 、 分 離 層 上 に フ ラ ッ ト ス ラ ブ 用 の 配 筋 及 び コ ン ク リ ー  
ト を 打 設 し 、 硬 化 後 に 下 部 を 根 切 り す る 。 こ の 場 合 、 施 工 し た 鉄 骨 柱 に 溶 接 し て 放 射 状 に  
配 筋 し た 複 数 の 柱 定 着 筋 と 、 鉄 骨 柱 の 外 周 面 に 設 け た 複 数 の 鋼 製 リ ブ プ レ ー ト と 、 鉄 骨 柱  
の 周 囲 を 囲 む 各 フ ー プ 筋 と を 設 け る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ７ １ ３ ６ ６ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 の 技 術 で は 、 鉄 骨 柱 に 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 水 平 材 の 引 張 力 や モ ー メ  
ン ト を 確 実 に 伝 え る た め に 、 剛 性 リ ブ プ レ ー ト と 、 放 射 状 に 配 置 し た 柱 定 着 筋 や 鉄 骨 柱 の  
周 囲 を 囲 む 複 数 の フ ー プ 筋 を 設 け る 。 こ の た め 、 配 筋 に 手 間 を 要 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る 接 続 構 造 は 、 鉄 骨 柱 に 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 水 平 材 を 接 続 し た 接 続  
構 造 で あ っ て 、 前 記 鉄 骨 柱 の 外 周 に 固 定 さ れ て 、 前 記 水 平 材 に 埋 設 さ れ る 板 状 部 材 と 、 前  
記 板 状 部 材 に 固 定 さ れ 、 前 記 水 平 材 に お い て 鉛 直 方 向 に 離 間 し た 位 置 で 埋 設 さ せ て 、 前 記  
水 平 材 を 構 成 す る 鉄 筋 に 引 張 力 を 伝 達 す る 複 数 の 定 着 筋 と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る 接 続 方 法 は 、 鉄 骨 柱 に 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 水 平 材 を 接 続 す  
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る 接 続 方 法 で あ っ て 、 前 記 鉄 骨 柱 の 外 周 に は 、 前 記 水 平 材 に 埋 設 さ れ る 板 状 部 材 を 設 け 、  
前 記 鉄 骨 柱 を 設 置 し た 後 、 前 記 水 平 材 を 構 成 す る 鉄 筋 に 引 張 力 を 伝 達 す る 定 着 筋 を 、 前 記  
水 平 材 に お い て 鉛 直 方 向 に 離 間 し た 位 置 で 埋 設 す る 配 置 で 、 前 記 板 状 部 材 に 固 定 し 、 前 記  
板 状 部 材 よ り も 前 記 水 平 材 の 表 面 側 に 前 記 鉄 筋 を 配 置 し た 後 、 コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ  
と に よ り 、 前 記 水 平 材 を 形 成 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 水 平 材 の 引 張 力 や モ ー メ ン ト を 、 鉄 骨 柱 に 確 実 に  
伝 達 す る こ と が で き る と と も に 、 鉄 骨 柱 に 水 平 材 を 効 率 的 に 設 置 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 に お け る 接 続 構 造 を 説 明 す る 模 式 的 な 正 面 図 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 に お い て ス ラ ブ の コ ン ク リ ー ト を 除 い た 接 続 構 造 の 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 実 施 形 態 に お け る 接 続 構 造 の 要 部 の 平 面 図 。
【 図 ４ 】 実 施 形 態 の 接 続 構 造 に お い て 作 用 す る モ ー メ ン ト を 説 明 す る 模 式 的 な 正 面 図 。
【 図 ５ 】 変 更 例 に お け る 接 続 構 造 を 説 明 す る 模 式 的 な 正 面 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 図 １ ～ 図 ４ を 用 い て 、 鉄 骨 柱 に 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 水 平 材 を 接 続 し た 接 続 構 造  
及 び 接 続 方 法 を 具 体 化 し た 一 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の 接 続 構 造 に お い て は 、 鉄  
骨 柱 と し て の 角 形 鋼 管 柱 に 、 水 平 材 と し て の ス ラ ブ を 接 続 す る フ ラ ッ ト プ レ ー ト の 接 続 構  
造 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 接 続 構 造 １ ０ は 、 角 形 鋼 管 柱 １ １ に ス ラ ブ ２ ０ が 接 続  
さ れ る 。 な お 、 ス ラ ブ ２ ０ は 、 中 心 平 面 Ｃ １ に 対 し て 上 下 対 称 の 構 造 を 有 す る 。
　 角 形 鋼 管 柱 １ １ に は 、 そ の 外 周 に 、 水 平 方 向 に 延 在 す る 板 状 部 材 と し て の 水 平 鋼 板 １ ５  
， １ ６ が 溶 接 さ れ る 。 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ は 、 間 隔 を お い て 上 下 に 配 置 さ れ た ２ 層 状 態 で  
ス ラ ブ ２ ０ に 埋 設 さ れ 、 そ れ ぞ れ ス ラ ブ ２ ０ の 上 面 及 び 下 面 の 近 傍 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ は 、 水 平 断 面 が 略 正 方 形 の 枠 形 状 で 構 成 さ れ る  
。 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ に は 、 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ に 対 し て 直 交 す る よ う に 補 強 板 （ ウ ェ ブ  
） １ ９ が 固 定 さ れ て い る 。 こ の 補 強 板 １ ９ は 、 角 形 鋼 管 柱 １ １ に も 溶 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 更 に 、 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ に は 、 複 数 の 貫 通 孔 ｈ １ が 設 け ら れ て い る 。 水 平 鋼 板 １ ５ ，  
１ ６ の 切 欠 き に よ り 、 角 形 鋼 管 柱 １ １ の 角 部 、 補 強 板 １ ９ と 角 形 鋼 管 柱 １ １ と の 当 接 部 に  
は 、 貫 通 孔 ｈ ２ が 設 け ら れ て い る 。 貫 通 孔 ｈ １ ， ｈ ２ は 、 ス ラ ブ ２ ０ の コ ン ク リ ー ト ２ ５  
の 充 填 の た め に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 水 平 鋼 板 １ ５ の 下 面 、 水 平 鋼 板 １ ６ の 上 面 （ 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ の  
対 向 す る 面 ） に は 、 定 着 筋 固 定 部 と し て の 複 数 の 機 械 式 継 手 １ ７ ， １ ８ が 、 そ れ ぞ れ 溶 接  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 複 数 の 機 械 式 継 手 １ ７ ， １ ８ は 、 角 形 鋼 管 柱 １ １ と 反 対 側 （ 外 側 ）  
に 開 口 し て 配 置 さ れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 機 械 式 継 手 １ ７ ， １ ８ は 、 そ れ ぞ れ 上 下 方 向 に  
重 な る 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 機 械 式 継 手 １ ７ ， １ ８ に 固 定 さ れ た 定 着 筋 ３  
０ は 、 上 面 か ら 見 て 重 な る 位 置 に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 機 械 式 継 手 １ ７ ， １ ８ の 端 部 は 、 水  
平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ の 外 周 よ り 外 側 に 突 出 し な い よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 各 機 械 式 継 手 １ ７ ， １ ８ に は 、 定 着 筋 ３ ０ が 連 結 さ れ て い る 。 定 着 筋 ３ ０ に は 、 ス ラ ブ  
２ ０ を 構 成 す る ス ラ ブ 筋 ２ １ ， ２ ２ よ り も 直 径 が 大 き い 異 形 鉄 筋 を 用 い る 。 こ の 定 着 筋 ３  
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０ は 、 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ よ り 突 出 し た 外 側 の 長 さ Ｌ １ で 定 着 長 さ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 更 に 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ス ラ ブ ２ ０ は 、 こ れ を 構 成 す る ス ラ ブ 筋 ２ １ ， ２ ２ と コ ン ク  
リ ー ト ２ ５ と か ら 構 成 さ れ る 。 ス ラ ブ 筋 ２ １ ， ２ ２ は 、 そ れ ぞ れ 水 平 鋼 板 １ ５ の 上 面 、 水  
平 鋼 板 １ ６ の 下 面 に 接 触 し て 配 置 さ れ る 。 そ し て 、 コ ン ク リ ー ト ２ ５ は 、 ス ラ ブ 筋 ２ １ ，  
２ ２ に 対 し て か ぶ り 厚 さ Ｔ １ ， Ｔ ２ 分 で 打 設 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 コ ン ク リ ー ト ２ ５ に は  
、 ス ラ ブ 筋 ２ １ ， ２ ２ 、 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ 、 機 械 式 継 手 １ ７ ， １ ８ 、 補 強 板 １ ９ が 埋 設  
さ れ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 ス ラ ブ 筋 ２ １ ， ２ ２ の 間 に 、 各 機 械 式 継 手 １ ７ ， １ ８ が  
配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 接 続 構 造 １ ０ の 構 築 方 法 ）
　 次 に 、 上 述 し た 構 成 の 接 続 構 造 １ ０ の 構 築 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 工 場 等 に お い て 、 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ に 、 複 数 の 機 械 式 継 手 １ ７ ， １ ８ を 溶 接 す  
る 。 そ し て 、 建 設 現 場 に お い て 、 角 形 鋼 管 柱 １ １ に 、 ス ラ ブ ２ ０ の 取 付 位 置 に 対 応 す る 高  
さ に お い て 、 機 械 式 継 手 １ ７ ， １ ８ を 備 え た 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ 及 び 補 強 板 １ ９ を 溶 接 す  
る 。 こ れ に よ り 、 機 械 式 継 手 １ ７ ， １ ８ を 備 え た 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ 及 び 補 強 板 １ ９ が 取  
り 付 け ら れ た 角 形 鋼 管 柱 １ １ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 角 形 鋼 管 柱 １ １ を 現 場 に 運 搬 す る 。 こ の 場 合 、 角 形 鋼 管 柱 １ １ を 複 数 に 分 割 し て 搬  
送 し て も よ い 。
　 そ し て 、 現 場 に お い て 、 角 形 鋼 管 柱 １ １ を 設 置 す る 。 こ の 角 形 鋼 管 柱 １ １ の 各 機 械 式 継  
手 １ ７ ， １ ８ に 、 定 着 筋 ３ ０ を 差 し 込 む こ と に よ り 定 着 筋 ３ ０ を 角 形 鋼 管 柱 １ １ に 固 定 す  
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 水 平 鋼 板 １ ５ の 上 に 、 格 子 状 に ス ラ ブ 筋 ２ １ を 配 置 し 、 水 平 鋼 板 １ ６ の 下 に 、 格  
子 状 に ス ラ ブ 筋 ２ ２ を 配 置 す る 。 そ の 後 、 型 枠 を 用 い て コ ン ク リ ー ト ２ ５ を 打 設 す る こ と  
に よ り 、 ス ラ ブ ２ ０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ 作 用 ）
　 本 実 施 形 態 で は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ス ラ ブ 筋 ２ １ ， ２ ２ が 、 コ ン ク リ ー ト ２ ５ を 介 し  
て 定 着 筋 ３ ０ と 近 接 し て 配 置 さ れ る の で 、 付 着 力 及 び コ ン ク リ ー ト ２ ５ の せ ん 断 力 の 伝 達  
に よ り 、 ス ラ ブ 筋 ２ １ ， ２ ２ の 引 張 力 が 定 着 筋 ３ ０ に 伝 達 さ れ る 。 そ し て 、 ス ラ ブ ２ ０ の  
モ ー メ ン ト Ｍ １ が 角 形 鋼 管 柱 １ １ に 伝 達 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の よ う な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
　 （ １ ） 本 実 施 形 態 の 接 続 構 造 １ ０ で は 、 角 形 鋼 管 柱 １ １ の 外 周 に 設 け た ２ 層 の 水 平 鋼 板  
１ ５ ， １ ６ に 固 定 し 、 定 着 長 さ の 有 す る 定 着 筋 ３ ０ を ス ラ ブ ２ ０ 内 に 埋 設 す る 。 こ れ に よ  
り 、 ス ラ ブ ２ ０ の ス ラ ブ 筋 ２ １ ， ２ ２ の 引 張 力 を 、 定 着 筋 ３ ０ を 介 し て 角 形 鋼 管 柱 １ １ に  
伝 達 す る こ と が で き る 。 ま た 、 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ を 離 間 さ せ て 、 ス ラ ブ ２ ０ の 上 面 及 び  
下 面 の 近 傍 に 配 置 し た の で 、 定 着 筋 ３ ０ を 、 モ ー メ ン ト Ｍ １ に 効 率 的 に 抵 抗 す る こ と が で  
き る 。 ま た 、 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ に 定 着 筋 ３ ０ を 固 定 す る の で 、 効 率 的 に 接 続 構 造 １ ０ を  
構 築 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ ２ ） 本 実 施 形 態 で は 、 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ に 機 械 式 継 手 １ ７ ， １ ８ を 固 定 し 、 こ の 機  
械 式 継 手 １ ７ ， １ ８ に 定 着 筋 ３ ０ を 固 定 さ せ る 。 こ の た め 、 工 場 で 予 め 角 形 鋼 管 柱 １ １ に  
溶 接 さ れ た 機 械 式 継 手 １ ７ ， １ ８ に 、 現 場 で 定 着 筋 ３ ０ を 固 定 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ  
て 、 工 場 か ら 現 場 ま で は 、 角 形 鋼 管 柱 １ １ の 搬 送 時 に は 、 定 着 筋 ３ ０ が 突 出 し て い な い た  
め 、 取 り 扱 い が 容 易 で あ る 。 ま た 、 現 場 に お け る 溶 接 作 業 も 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ ３ ） 本 実 施 形 態 で は 、 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ に 直 交 し て 鉛 直 方 向 に 延 在 す る 補 強 板 １ ９  
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を 備 え る 。 こ れ に よ り 、 補 強 板 １ ９ が せ ん 断 力 に 抵 抗 す る の で 、 パ ン チ ン グ シ ア に よ る 損  
傷 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ ４ ） 本 実 施 形 態 で は 、 機 械 式 継 手 １ ７ ， １ ８ を 対 向 す る 面 側 に 固 定 し た 水 平 鋼 板 １ ５  
の 外 側 に ス ラ ブ 筋 ２ １ ， ２ ２ を そ れ ぞ れ 配 置 し て 、 ス ラ ブ ２ ０ を 形 成 し た 。 こ の た め 、 水  
平 鋼 板 １ ５ の 上 に ス ラ ブ 筋 ２ １ を 配 置 す る こ と に よ り 配 筋 で き る の で 、 作 業 効 率 が よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 形 態 は 、 以 下 の よ う に 変 更 し て 実 施 す る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 及 び 以 下 の 変  
更 例 は 、 技 術 的 に 矛 盾 し な い 範 囲 で 互 い に 組 み 合 わ せ て 実 施 す る こ と が で き る 。
　 ・ 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ に 対 し て 直 交 す る よ う に 定 着 筋 ３ ０ を  
配 置 し た 。 定 着 筋 ３ ０ の 配 置 は 、 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ に 対 し て 直 交 す る 場 合 に 限 ら れ ず 、  
例 え ば 、 鉄 骨 柱 の 周 囲 に お い て 、 複 数 の 定 着 筋 を 、 鉄 骨 柱 の 中 心 か ら 放 射 状 に 配 置 し て も  
よ い 。
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 角 形 鋼 管 柱 １ １ に 、 ２ 層 の 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ を 設 け 、 水 平 鋼 板  
１ ５ ， １ ６ の そ れ ぞ れ に 、 機 械 式 継 手 １ ７ ， １ ８ を 固 定 し た 。 鉄 骨 柱 に 設 け る 水 平 鋼 板 は  
、 上 下 ２ 層 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 １ 層 だ け で も よ い 。
　 更 に 、 定 着 筋 を 固 定 す る 機 械 式 継 手 は 、 ２ 層 の 水 平 鋼 板 の 対 向 す る 面 に 配 置 す る 場 合 に  
限 ら れ ず 、 対 向 す る 面 と は 反 対 側 の 面 に 設 け て も よ い 。 例 え ば 、 水 平 鋼 板 １ ５ の 上 面 及 び  
水 平 鋼 板 １ ６ の 上 面 及 び 下 面 に 、 複 数 の 定 着 筋 を 固 定 す る 。 こ の 場 合 、 上 面 の 定 着 筋 及 び  
下 面 の 定 着 筋 は 、 鉛 直 方 向 に 離 間 し た 複 数 位 置 に 配 置 す る 。
　 具 体 的 に は 、 図 ５ に 示 す 接 続 構 造 ６ ０ と し て も よ い 。 こ の 場 合 、 角 形 鋼 管 柱 ６ １ の 外 周  
に 水 平 鋼 板 ６ ５ を 設 け る 。 更 に 、 水 平 鋼 板 ６ ５ の 上 面 に 複 数 の 機 械 式 継 手 ６ ７ を 固 定 し 、  
水 平 鋼 板 ６ ５ の 下 面 に 複 数 の 機 械 式 継 手 ６ ８ を 固 定 す る 。 そ し て 、 機 械 式 継 手 ６ ７ ， ６ ８  
に 定 着 筋 ８ ０ の 端 部 を 固 定 し 、 機 械 式 継 手 の 上 方 及 び 下 方 に 、 そ れ ぞ れ ス ラ ブ 筋 ７ １ ， ７  
２ を 配 置 す る 。 そ の 後 、 コ ン ク リ ー ト ７ ５ を 打 設 す る こ と に よ り 、 ス ラ ブ ７ ０ を 形 成 す る  
。 な お 、 定 着 筋 ８ ０ は 、 ス ラ ブ ７ ０ の 表 面 に 近 い 位 置 （ ス ラ ブ ７ ０ の 中 心 平 面 Ｃ ２ よ り 遠  
い 位 置 ） に 配 置 す る こ と に よ り 、 モ ー メ ン ト Ｍ １ に 効 率 的 に 抵 抗 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 定 着 筋 ３ ０ は 、 ス ラ ブ ２ ０ 内 に お い て 、 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ よ り  
も 定 着 長 さ 以 上 の 長 さ Ｌ １ を 有 す る 。 定 着 筋 ３ ０ は 、 ス ラ ブ 筋 ２ １ ， ２ ２ に 引 張 力 を 伝 達  
す る こ と が で き る 付 着 力 を 有 し て い れ ば 、 定 着 長 さ 以 上 の 長 さ Ｌ １ を 有 す る 場 合 に 限 ら れ  
な い 。 例 え ば 、 定 着 筋 ３ ０ の 先 端 に 定 着 板 を 設 け た 場 合 や 先 端 部 を 折 り 曲 げ た 場 合 に は 、  
直 線 形 状 の 定 着 筋 ３ ０ の 定 着 長 さ よ り 短 く し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 各 ス ラ ブ 筋 ２ １ ， ２ ２ の 間 に 、 機 械 式 継 手 １ ７ ， １ ８ を そ  
れ ぞ れ 配 置 し 、 機 械 式 継 手 １ ７ ， １ ８ に 固 定 さ れ る 定 着 筋 ３ ０ を 、 ス ラ ブ 筋 ２ １ ， ２ ２ よ  
り 太 く し た 。 ス ラ ブ 筋 ２ １ ， ２ ２ 及 び 定 着 筋 ３ ０ の 大 き さ （ 太 さ ） や 本 数 は 、 適 宜 、 変 更  
可 能 で あ る 。 ま た 、 上 か ら 見 て 、 ス ラ ブ 筋 ２ １ ， ２ ２ と 、 定 着 筋 ３ ０ と が 重 ね る よ う に 配  
置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 に お い て 、 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ に 機 械 式 継 手 １ ７ ， １ ８ を 介 し て 固 定 し  
た 定 着 筋 ３ ０ は 、 上 面 か ら 見 て 重 な る 位 置 に 配 置 し た 。 定 着 筋 ３ ０ の 位 置 や 取 り 付 け 方 法  
を こ れ に 限 ら れ な い 。 例 え ば 、 水 平 鋼 板 １ ５ に 固 定 し た 定 着 筋 ３ ０ と 水 平 鋼 板 １ ６ に 固 定  
し た 定 着 筋 ３ ０ と を 、 上 か ら 見 て ず れ た 位 置 に 配 置 し て も よ い 。 更 に 、 機 械 式 継 手 を 省 略  
し て 、 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ に 直 接 、 溶 接 す る な ど で 、 定 着 筋 ３ ０ を 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 角 形 鋼 管 柱 １ １ と ス ラ ブ ２ ０ と が 直 接 、 繋 が っ て い る フ ラ ッ ト プ  
レ ー ト 構 造 に お け る 接 続 構 造 と し て 説 明 し た 。 本 発 明 の 接 続 構 造 は 、 フ ラ ッ ト プ レ ー ト 構  
造 に 適 用 す る 場 合 に 限 ら れ ず 、 例 え ば 、 フ ラ ッ ト ス ラ ブ 構 造 や 、 鉄 骨 柱 と 鉄 筋 コ ン ク リ ー  
ト 梁 と の 接 続 構 造 に 用 い て も よ い 。 こ こ で 、 フ ラ ッ ト ス ラ ブ 構 造 は 、 柱 と ス ラ ブ と が 接 続  
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さ れ る 部 分 に 補 強 部 材 が 設 け ら れ た 接 続 構 造 で あ る 。 こ れ ら の 接 続 構 造 に お い て も 、 鉄 筋  
コ ン ク リ ー ト の 水 平 材 を 鉄 骨 柱 に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 鉄 骨 柱 と し て 角 形 鋼 管 柱 １ １ を 用 い た 場 合 に つ い て 説 明 し た 。 鉄  
骨 柱 は 、 角 形 鋼 管 柱 に 限 ら れ ず 、 例 え ば 丸 鋼 管 柱 、 Ｓ Ｒ Ｃ （ 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト ） 柱 、  
Ｃ Ｆ Ｔ （ C o n c r e t e  F i l l e d  S t e e l  T u b e ； コ ン ク リ ー ト 充 填 鋼 管 構 造 ） 柱 に 適 用 す る こ  
と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 逆 打 ち 支 柱 に 適 用 す る 場 合 に は 、 精 度 確 保 の た め に 、 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ を 予 め  
溶 接 し た 角 形 鋼 管 柱 １ １ を 用 い る こ と が 難 し い 。 そ こ で 、 逆 打 ち 支 柱 の 場 合 に は 、 ス ラ ブ  
の 高 さ に 合 わ せ て 、 現 場 に お い て 、 角 形 鋼 管 柱 １ １ の 外 周 に 水 平 鋼 板 １ ５ ， １ ６ を 設 け る  
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 上 記 実 施 形 態 及 び 別 例 か ら 把 握 で き る 技 術 的 思 想 に つ い て 、 以 下 に 追 記 す る 。
　 （ ａ ） 前 記 板 状 部 材 は 、 前 記 鉄 骨 柱 の 外 周 に ２ 層 で 設 け ら れ 、
　 前 記 ２ 層 間 に 、 前 記 定 着 筋 が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 接 続 構  
造 。
　 （ ｂ ） 前 記 板 状 部 材 に は 、 前 記 ２ 層 間 に お い て 、 前 記 板 状 部 材 が 延 在 す る 面 に 対 し て 直  
交 す る 方 向 に 延 在 す る 補 強 板 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ ａ ） に 記 載 の 接 続 構 造 。
　 （ ｃ ） 前 記 ２ 層 間 で 前 記 板 状 部 材 に 固 定 さ れ た 複 数 の 定 着 筋 固 定 部 が 更 に 設 け ら れ 、 前  
記 定 着 筋 は 、 前 記 各 定 着 筋 固 定 部 に 固 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ ａ ） 又 は 前 記 （ ｂ  
） に 記 載 の 接 続 構 造 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ ｄ ） 前 記 定 着 筋 は 、 前 記 水 平 材 の 内 部 に お い て 定 着 長 さ を 有 し た 異 形 鉄 筋 で あ る こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 前 記 （ ａ ） ～ 前 記 （ ｃ ） の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 接 続 構 造 。
　 （ ｅ ） 前 記 板 状 部 材 の 前 記 対 向 す る 面 側 に 、 前 記 定 着 筋 が 配 置 さ れ 、 前 記 板 状 部 材 の 前  
記 対 向 す る 面 と は 反 対 の 面 側 に 、 前 記 水 平 材 を 構 成 す る 鉄 筋 が 格 子 状 に 配 置 さ れ て い る こ  
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 前 記 （ ａ ） ～ 前 記 （ ｄ ） の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 接 続 構 造 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 Ｃ １ ， Ｃ ２ … 中 心 平 面 、 ｈ １ ， ｈ ２ … 貫 通 孔 、 Ｌ １ … 長 さ 、 Ｍ １ … モ ー メ ン ト 、 Ｔ １ ，  
Ｔ ２ … か ぶ り 厚 さ 、 １ ０ ， ６ ０ … 接 続 構 造 、 １ １ ， ６ １ … 角 形 鋼 管 柱 、 １ ５ ， １ ６ ， ６ ５  
… 水 平 鋼 板 、 １ ７ ， １ ８ ， ６ ７ ， ６ ８ … 機 械 式 継 手 、 １ ９ … 補 強 板 、 ２ ０ ， ７ ０ … ス ラ ブ  
、 ２ １ ， ２ ２ ， ７ １ ， ７ ２ … ス ラ ブ 筋 、 ２ ５ ， ７ ５ … コ ン ク リ ー ト 、 ３ ０ ， ８ ０ … 定 着 筋  
。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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